








溶融すること (スラブメルティング) によって生成されたと考えられている 1)。アダカイトの岩
石化学的特徴は，一般的な島弧火成岩に比べ，高い SiO2 (>56 wt.%)やAl2O3 (>15 wt.%)，Na2O 









り I型，II型，III型の 3岩型に分けられ 6)，黒雲母のK-Ar年代として領家帯火成活動の末期







Pm を除く 15 元素) は，溶融ガラスビード法と酸分解法により試料溶液を作製し，誘導結合プ
ラズマ質量分析装置を用いて内標準検量線法により行った。Sr 同位体分析は表面電離磁場型質
量分析装置を用いて，葛城トーナル岩 I型 3試料と II型 2試料，III型 3試料の計 8試料につい
て 87Sr/86Srを測定した。 
分析の結果，葛城トーナル岩は全試料ともアダカイト質岩に分類され，SiO2 = 62.0－68.7 
wt.%，Al2O3 = 15.4－17.6 wt.%，K2O / Na2O = 0.256－0.600，Sr = 420－611 ppm，Y (<12.5 
ppm)，Sr / Y = 43.4－71.8であり，Defant and Drummond (1990) が報告したアダカイトの特
徴とも一致した。また，葛城トーナル岩のREEパターンはLREEに富みHREEに乏しく，負




結晶分化作用に大きく関係する可能性が高い。一方，REE パターンにおける Eu 異常の大きさ 






の Sr 同位体初生値 (SrI) は比較的高く，0.70718－0.70726 の幅を示し，スラブメルティング
起源のアダカイト質岩の低い SrI (<0.7040)1)とは完全に区別される。また，比較的分布規模の大
きい葛城トーナル岩の珪長質でアダカイト質なマグマを玄武岩質マグマの結晶分別作用で導く











   
図 1 斜長石モードに対するEu組成変化図         図 2 斜長石モードに対するEu /Eu*変化図 
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